
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 (要訳) 秦野市のインターナショナルフェスティバルで、日本の中学生たちとの意見
交換やゲームを楽しめたことは、私にとって、いい経験となりました。このこ
とが、このような催し物に参加する動機づけともなりました。 

 

 

International festival in Hadano City was a great experience for  

me to communicate with Japanese junior high school students, and 

to enjoy games. I really enjoyed that festival and motivated me to 

join such kind of festival all around the city. 

 

 

インターナショナルフェスティバルは、国際化の進展に伴い、中学生が国際感覚を身につけ、

異文化への理解を深めることを目的として、31年前に産声を上げました。フェスティバルは、主

にスピーチ等の日頃の学習成果を発表する第 1部と、外国人ゲストとの英語で交流する第 2部で

構成されています。  

今年度は、11 月 4 日に西公民館で行われ、スピーチコンテスト入賞者 3 名の素晴らしいスピ

ーチを皮切りに、16 カ国 36 名の外国人ゲストと 95 名の中学生の参加のもと、大いに盛り上が

りました。ゲストと生徒の交流では、お手玉やけん玉等の日本の伝統的な遊びを通してコミュニ

ケーションが図られました。初めは緊張した様子の生徒たちでしたが、ゲストの日本文化に対す

る興味と積極的に英語で説明しようとする生徒の想いが相まって、各ブースでは活発なやり取り

が行われました。明るく元気な声が会場中に響き渡り参加者 

全員が充実した時間を送ることができたようです。 

市内の小中学校の ALTとしてご活躍されている先生方に感想をいただいたところ、シェーン・

ヤング先生は「中学生がとても積極的で、楽しく過ごせました」、リア・チルドレス先生は「中学 

生と交流し、授業以外で英語を使っている姿を見ることができた素晴らしい機会でした」と話し 

てくれました。 

生徒たちにとっては、様々な国の国民性と文化に触れる貴重な  

体験となったと思います。            (松岡文宏)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

緊張しましたね、英語での説明や発表は。 

教える楽しさもゲット!   

様々な国の英語も 

学んだよ! 

第 31 回 International Festival 

 


